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当
面
は
逮
捕
禁
ず
る
暫
定
令

生
活
者
の
痛
み
に
関
す
る
調

査
の
結
果
を
裏
付
け
た
。

　

Ａ
Ｅ
病
院
の
調
査
員
エ
リ

ゼ
チ
・
レ
オ
ン
氏
は
、「
病

院
内
で
さ
え
、
部
署
に
よ
っ

て
は
痛
み
を
軽
ん
じ
る
風
潮

が
あ
る
。
路
上
生
活
者
に
対

し
て
は
推
し
て
知
る
べ
し
」

と
語
る
。

　

Ａ
Ｅ
の
報
告
は
セ
ー
地
区

の
路
上
生
活
者
６
９
人
の
情

報
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。
同

調
査
の
対
象
予
定
者
は
同

地
区
の
公
共
医
療
機
関
に

通
う
４
０
１
人
だ
っ
た
が
、

話
を
聞
け
た
３
６
７
人
中
、

２
９
８
人
は
酒
や
ド
ラ
ッ
グ

中
毒
で
対
象
外
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
５
年
実
施
の
別
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
聖
市
に
は

夜
は
路
上
で
寝
る
路
上
生
活

者
が
７
３
３
５
人
お
り
、
そ

の
半
数
の
３
８
６
４
人
は

セ
ー
地
区
に
い
る
。
夜
は
収

容
施
設
に
行
く
路
上
生
活
者

　
【
既
報
関
連
】
２
２
日
午
後
、
最
高
裁
大
法
廷
が
ル
ー
ラ
元
大
統
領
か
ら
の
人
身

保
護
令
の
審
理
を
行
っ
た
が
、
時
間
切
れ
で
、
４
月
４
日
に
審
理
が
延
期
さ
れ
た

た
め
、
そ
れ
ま
で
は
元
大
統
領
は
逮
捕
さ
れ
な
い
事
を
保
証
す
る
暫
定
令
が
出
さ

れ
た
と
２
３
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

ン
・
フ
ァ
キ
ン
判
事
が
２
度

棄
却
し
て
い
る
。
ま
た
、
１

日
の
高
等
裁
第
５
小
法
廷
で

も
、
全
員
一
致
で
同
令
を
棄

却
し
て
い
る
。

　

５
人
の
判
事
が
同
令
適
用

を
拒
ん
だ
後
、
ル
ー
ラ
氏
の

弁
護
団
は
、
高
等
裁
に
告
訴

す
る
の
で
は
な
く
、
最
高
裁

に
上
告
す
る
道
を
選
ん
だ
。

こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
正
規

の
ス
テ
ッ
プ
を
越
え
た
手
続

き
で
あ
る
た
め
、
フ
ァ
キ
ン

判
事
は
審
理
の
是
非
を
問
う

た
が
、
７
対
４
で
審
理
を
受

け
付
け
る
事
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
時
点
で
通
常

な
ら
審
理
が
終
わ
る
時
間
帯

に
な
っ
て
い
た
た
め
、
人
身

保
護
令
に
関
す
る
審
理
を
４

月
４
日
に
順
延
す
る
事
が
話

し
合
わ
れ
、
こ
れ
も
、
７
対

４
で
延
期
が
決
ま
っ
た
。

　

こ
の
際
、
ル
ー
ラ
氏
側
弁

護
団
が
、「
第
４
地
域
裁
で

の
控
訴
審
が
２
６
日
に
持
た

れ
る
が
、
も
う
既
に
ル
ー
ラ

氏
の
刑
執
行
は
決
ま
っ
て
い

る
」
と
主
張
し
、
人
身
保
護

令
の
審
理
が
終
わ
る
ま
で
は

自
由
の
身
で
い
る
事
を
保
証

　

２
２
日
の
最
高
裁
が
ル
ー

ラ
元
大
統
領
に
対
し
、
４
月

４
日
ま
で
は
逮
捕
さ
れ
な
い

事
を
保
証
す
る
暫
定
令
を
出

し
た
際
、「
本
人
の
せ
い
で

は
な
い
裁
判
の
遅
れ
で
元
大

統
領
が
束
縛
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
」
と
言
っ
た
判
事
が

居
た
と
か
。
第
４
地
域
裁
で

す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

ラ
ケ
ル
・
ド
ッ
ジ
検
察
庁

長
官
は
異
を
唱
え
、
フ
ァ
キ

ン
、
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

デ
・
モ
ラ
エ
ス
、
ル
イ
ス
・

ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー
ゾ
、
ル

イ
ス
・
フ
ッ
ク
ス
、
カ
ル
メ

ン
・
ル
シ
ア
の
５
人
も
、
暫

定
令
は
過
去
の
最
高
裁
の
判

例
に
逆
行
す
る
、
元
大
統
領

だ
け
特
別
扱
い
す
る
の
は
不

当
な
ど
の
理
由
を
挙
げ
て
反

対
し
た
。
だ
が
、
ロ
ー
ザ
・

ウ
エ
ー
ベ
ル
、
ジ
ア
ス
・
ト

フ
ォ
リ
、
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ

リ
オ
、
リ
カ
ル
ド
・
レ
ワ
ン

ド
ウ
ス
キ
、
ジ
ル
マ
ー
ル
・

メ
ン
デ
ス
、
セ
ウ
ソ
・
デ
・

メ
ロ
の
６
人
が
賛
成
し
、
当

面
の
逮
捕
を
禁
ず
る
暫
定
令

を
出
す
事
が
決
ま
っ
た
。

　

ル
ー
ラ
氏
自
身
は
、
こ
の

４
月
４
日
ま
で
審
理
延
期

は
８
５
７
０
人
い
た
。

　

調
査
の
結
果
、
９
５
％
が

体
の
ど
こ
か
に
強
い
痛
み
を

感
じ
て
お
り
、
７
４
％
は
背

骨
、
１
１
％
は
頭
、
９
％
は

腹
部
が
痛
む
と
答
え
た
。
痛

み
の
３
２
％
は
継
続
的
な
も

の
だ
と
い
う
。

い
な
か
っ
た
。６
７
％
は「
医

師
の
指
示
を
守
る
の
が
難
し

い
」
と
し
て
い
る
。

　

路
上
生
活
７
年
の
ヴ
ァ

ル
リ
ー
さ
ん
（
４
０
）
は
、

「
痛
け
れ
ば
酒
や
ド
ラ
ッ
グ

を
や
る
。
治
ら
な
い
け
ど
、

痛
み
は
和
ら
ぐ
」
と
犬
を
撫

頭
、
腹
、
脚
、
関
節
に
歯
と

痛
む
箇
所
を
訴
え
た
が
、
最

も
路
上
生
活
が
長
い
ネ
ル
ソ

ン
さ
ん
（
３
７
）
は
「
軽
蔑

さ
れ
、
侮
辱
さ
れ
た
時
の
心

の
痛
み
が
最
悪
」
と
語
る
。

彼
は
ク
ラ
ッ
ク
中
毒
だ
。

　

彼
ら
の
言
葉
は
、
聖
市
の

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
（
Ａ
Ｅ
）
病
院
と
米

国
の
大
学
が
行
っ
た
、
路
上

　

聖
市
の
セ
ン
ト
ロ
（
中
央

部
）
ア
マ
ラ
ウ
・
グ
ル
ジ
ェ

ル
街
の
中
央
分
離
帯
で
、
上

を
走
る
ミ
ニ
ョ
コ
ン
を
屋
根

代
わ
り
に
住
み
つ
い
て
い
る

路
上
生
活
者
に
「
痛
む
と

こ
ろ
は
な
い
か
」
と
聞
く

と
、
驚
き
の
表
情
を
見
せ

た
。
２
３
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ

紙
が
、
日
頃
顧
み
ら
れ
な
い

路
上
生
活
者
の
心
身
の
痛
み

に
関
す
る
調
査
結
果
を
掲
載

し
た
。

　

彼
ら
は
口
々
に
、
背
骨
や 酒

や
薬
物
で
紛
ら
す
人
も

伯
国
は
一
時
的
に
免
除
に

偏
見
が
医
療
機
関
か
ら
足
を
遠
ざ
け

で
な
が
ら
語
っ
た
。
酒
や
麻

薬
で
痛
み
を
紛
ら
す
人
も
、

２
３
％
い
た
。

　

Ａ
Ｅ
医
科
大
学
大
学
院
で

学
ぶ
看
護
婦
の
ア
リ
ア
ネ
・

カ
ン
ポ
ス
さ
ん
は
、
路
上
生

活
者
た
ち
の
心
身
の
痛
み
が

顧
み
ら
れ
な
い
現
状
を
修
士

論
文
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
。

　

彼
女
は
、「
医
療
関
係
者

は
彼
ら
の
痛
み
に
注
意
を
払

わ
な
い
。
ま
た
、
医
療
施
設

で
の
長
い
列
や
、
不
潔
で
あ

る
た
め
に
人
々
か
ら
向
け
ら

れ
る
偏
見
の
目
が
、
彼
ら
の

足
を
医
療
施
設
か
ら
遠
ざ
け

て
い
る
」
と
分
析
し
た
。

　

こ
の
研
究
結
果
は
、
４
編

の
無
料
ビ
デ
オ
講
義
に
ま
と

め
ら
れ
た
。
ビ
デ
オ
で
は
、

医
療
従
事
者
は
ど
の
よ
う
に

し
て
路
上
生
活
者
の
心
身
の

痛
み
に
向
き
合
い
、
対
処
す

べ
き
か
を
伝
え
て
い
る
。

暫
定
令
を
獲
得
し
、
少
な
く

と
も
数
日
間
の
延
命
に
成
功

し
た
。

　

２
１
日
に
起
き
た
判
事
同

士
の
口
論
で
中
断
し
た
企
業

か
ら
の
選
挙
献
金
に
関
す
る

審
理
は
、
前
日
に
大
勢
が
決

ま
っ
て
い
た
事
も
あ
り
、
再

開
か
ら
１
時
間
半
後
に
企
業

献
金
禁
止
で
結
審
し
た
。

　

だ
が
、
ル
ー
ラ
氏
の
人
身

保
護
令
に
関
す
る
審
理
は
、

最
高
裁
で
審
理
す
る
事
の
是

非
を
問
う
事
か
ら
始
ま
っ
た

た
め
、
審
理
の
順
延
、
結
審

ま
で
は
逮
捕
さ
れ
な
い
事
を

保
証
す
る
か
否
か
の
３
点
の

決
を
採
る
だ
け
で
４
時
間
を

要
し
た
。

　

ル
ー
ラ
氏
へ
の
人
身
保
護

令
適
用
は
、
高
等
裁
の
ウ
ン

ベ
ル
ト
・
マ
ル
チ
ン
ス
判
事

が
１
度
、
最
高
裁
の
エ
ジ
ソ

聖市セントロのセー広場の路上生活者たち
（参考画像・Rovena Rosa/Agência Brasil）

最高裁前での抗議行動（左：ルーラ支持派、Lula Marques/Liderança do PT na 
câmara、右：ルーラ反対派、Jeff erson Rudy/Agência Senado）

法
の
下
の
平
等
は
ど
こ
に
？

米国鉄鋼関税

日
も
南
大
河
州
で
選
挙
戦
を

睨
ん
だ
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
っ

て
い
た
が
、
最
高
裁
前
の
広

場
で
は
、
ル
ー
ラ
氏
支
持
派

と
反
対
派
が
互
い
に
抗
議
行

動
を
行
い
つ
つ
、
裁
判
の
行

方
を
見
守
っ
た
。

の
２
審
で
有
罪
と
さ
れ
た
被

告
は
皆
、
２
審
後
の
刑
執
行

と
の
原
則
に
従
っ
て
い
る
の

に
、
期
間
限
定
と
は
い
え
、

ル
ー
ラ
氏
だ
け
が
そ
れ
を
免

れ
得
る
の
は
今
一
つ
納
得
い

か
な
い
。
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
特
捜
班
は
、
第
２
審

後
の
刑
執
行
の
原
則
が
崩
れ

れ
ば
、
同
作
戦
の
有
効
性
が

殺
が
れ
、
政
治
家
は
裁
か
れ

な
い
と
の
風
潮
が
ま
た
広
が

る
と
恐
れ
て
い
る
。
最
高
裁

判
事
達
が
情
な
ど
に
流
さ
れ

な
い
事
を
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
選
手
権
の
４
強
に
最

後
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の

は
、
ブ
ラ
ガ
ン
チ
ー
ノ
と
の

初
戦
を
１
点
差
で
落
と
す

も
、
第
２
戦
で
は
２
点
差
で

勝
ち
、
逆
転
し
た
コ
リ
ン

チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。
準
々
決

勝
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
だ

が
、
本
日
２
４
日
か
ら
す
ぐ

に
準
決
勝
が
始
ま
る
。
サ
ン

ト
ス
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
、
コ

リ
ン
チ
ャ
ン
ス
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
の
聖
州
４
強
が
ベ
ス
ト
４

の
座
を
独
占
す
る
の
は
７
年

ぶ
り
の
こ
と
。
聖
州
選
手
権

は
一
気
に
佳
境
に
入
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　
「
教
育
省
の
内
部
機
関
、

全
国
教
育
審
議
会
（
Ｃ
Ｎ

Ｅ
）
が
、
中
等
教
育
に
お
け

る
遠
隔
授
業
の
可
能
性
を
示

す
提
言
を
、
全
国
中
等
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
盛
り
込
み
、
テ
メ
ル
大

統
領
も
前
向
き
」
と
２
１
日

付
本
面
で
報
じ
た
が
、
メ
ン

ド
ン
サ
・
フ
ィ
ー
リ
ョ
教
育

相
は
、「
Ｃ
Ｎ
Ｅ
で
の
議
論

は
自
由
だ
が
、
私
は
遠
隔
授

業
を
認
め
な
い
。
教
育
省
を

代
表
し
て
発
言
す
る
の
は
こ

の
私
」
と
語
っ
て
い
る
。
立

場
や
手
続
き
上
の
問
題
は
脇

に
置
き
、「
何
が
生
徒
の
た

め
に
な
る
か
？
」
を
最
優
先

で
考
え
て
欲
し
い
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
キ
ン
グ
ス
・

カ
レ
ッ
ジ
と
ド
イ
ツ
の
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
が
２
３
日

に
、
伯
国
で
は
糖
尿
病
と
関

係
し
た
直
接
ま
た
は
間
接
的

な
経
費
が
２
０
３
０
年
ま
で

に
倍
増
す
る
と
の
調
査
結
果

を
発
表
し
た
と
同
日
付
Ｇ
１

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
８
０
カ
国
で
行
っ
た
調

査
は
、
医
薬
関
係
費
の
他
、

糖
尿
病
発
症
で
生
じ
る
生
産

性
の
低
下
や
、
糖
尿
病
に
よ

る
合
併
症
や
死
と
い
っ
た
、

経
済
活
動
へ
の
影
響
な
ど
を

加
味
し
て
い
る
。

　

同
調
査
に
よ
る
と
、
伯

国
で
は
２
０
１
５
年
に

５
７
７
億
ド
ル
（
現
在
の

通
貨
価
値
で
１
９
０
０
億

レ
ア
ル
）
を
費
や
し
た
。
だ

が
、
２
０
３
０
年
に
は
、

最
低
９
７
０
億
ド
ル
、
高

け
れ
ば
１
２
３
０
億
ド
ル

（
４
０
６
０
億
レ
ア
ル
）
を

費
や
す
見
込
み
だ
と
い
う
。

ま
た
、
伯
国
は
他
の
国
々
に

比
べ
、
糖
尿
病
と
の
関
連
で

生
じ
る
諸
経
費
が
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
占
め
る
割

合
が
高
い
と
も
報
じ
ら
れ
た
。

　

糖
尿
病
は
世
界
的
な
増
加

傾
向
に
あ
り
、
流
行
状
態
に

な
る
危
険
さ
え
囁
か
れ
て
い

る
。
世
界
保
健
機
構
は
、
糖

尿
病
は
失
明
や
腎
臓
病
、
心

臓
病
、
脳
血
管
障
害
、
四
肢

切
断
な
ど
を
招
く
と
も
警
告

し
て
い
る
。

　

キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
の

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス

教
授
は
、
伯
国
で
の
糖
尿
病

増
加
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

研
究
は
し
て
い
な
い
が
と
前

置
き
し
た
上
で
、
肥
満
傾
向

が
深
刻
化
し
て
い
る
事
が
原

因
で
は
と
の
見
解
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

２
０
１
６
年
の
保
健
省
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
伯
国
で

は
５
人
に
１
人
が
肥
満
に
悩

ん
で
い
る
と
い
う
。
伯
国
で
の

肥
満
増
加
は
、
加
工
食
品
や

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
取
り
過

ぎ
な
ど
の
食
習
慣
の
過
ち
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
デ
ー

ヴ
ィ
ス
教
授
は
、
多
く
の
人

が
食
習
慣
の
過
ち
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る
が
、時
間
が
な
い
、

車
で
の
移
動
が
多
い
と
い
っ
た

面
も
含
め
た
生
活
改
善
は
困

難
だ
し
、
所
得
向
上
で
加
工

食
品
を
使
う
人
や
食
事
の
量

が
増
え
て
い
る
事
も
病
気
の

拡
大
を
招
い
て
い
る
と
警
告

し
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
米
国
通
商

代
表
部
の
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー

代
表
は
、
２
２
日
に
開
か
れ

た
米
国
下
院
公
聴
会
で
、
米

国
は
伯
国
を
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ

関
税
対
象
国
か
ら
一
時
的
に

外
す
と
表
明
し
た
と
、
２
３

日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
、
今
月
８
日
に
、「
２
３

日
か
ら
カ
ナ
ダ
と
メ
キ
シ
コ

を
除
く
諸
国
か
ら
の
鉄
鋼
製

品
に
２
５
％
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
１
０
％
の
関
税
を
課
す
」

と
発
表
し
て
い
た
。
課
税
開

始
直
前
に
対
象
か
ら
一
時
的

に
外
さ
れ
た
の
は
、
伯
国
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
韓
国
、
Ｅ
Ｕ
だ
。

　

同
代
表
に
よ
る
と
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
、
関
税
に
関

し
て
交
渉
中
の
国
へ
の
関
税

引
き
上
げ
を
一
時
的
に
猶
予

す
る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。 　

ま
た
、
２
２
日
深
夜
、
米

国
大
統
領
府
は
、
関
税
猶
予

期
間
は
５
月
１
日
ま
で
と
発

表
し
た
（「
４
月
３
０
日
ま

で
」
と
の
報
も
あ
り
）。

　

伯
国
鉄
鋼
協
会（
Ｉ
Ａ
Ｂ
）

の
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
・
ロ
ペ
ス

会
長
は
こ
の
知
ら
せ
を
好
意

的
に
評
価
し
た
が
、
今
後
の

交
渉
の
行
方
は
予
断
を
許
さ

な
い
。
ウ
ィ
ル
バ
ー
・
ロ
ス
米

商
務
長
官
も
、
Ｔ
Ｖ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
、「
タ
ダ
で
課
税

を
一
時
免
除
す
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
２
１
日

に
、
公
式
情
報
の
裏
づ
け
な

し
に
「
伯
国
は
課
税
免
除
さ

れ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
政

府
内
で
も
混
乱
が
起
こ
っ
て
い

た
が
、
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
代

表
の
言
葉
に
よ
り
、
こ
れ
も

収
束
し
た
。

　
マ
ル
コ
ス
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
通

商
産
業
サ
ー
ビ
ス
相
代
行
は
、

「
次
の
手
は
正
式
な
書
面
を

待
っ
て
考
え
る
」
と
発
言
し

た
。

　
「
こ
れ
が
筋
道
」
と
し
た
の

は
ア
ロ
イ
ジ
オ
・
ヌ
ネ
ス
外

相
だ
。
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
代

表
が
伯
国
の
事
情
に
つ
い
て

言
及
し
て
お
り
、
伯
国
は
米

国
と
の
交
渉
の
た
め
の
前
提

条
件
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と

同
外
相
は
見
て
い
る
。

　

伯
国
政
府
や
企
業
は
、
米

国
に
輸
出
し
て
い
る
伯
国
鉄

鋼
は
８
割
が
半
製
品
で
、
米

国
側
の
原
材
料
で
あ
る
こ
と

や
、
米
国
か
ら
鉄
鋼
用
石
炭

を
年
１
０
億
ド
ル
も
輸
入
し

て
い
る
こ
と
、
伯
米
貿
易
収

支
は
米
国
が
黒
字
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
伯
国
鉄
鋼
は
米
国

の
安
全
確
保
の
上
の
脅
威
で

は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
伯
国
鉄
鋼
業
界
は

テ
メ
ル
大
統
領
が
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
と
電
話
会
談
を
行
う

こ
と
を
求
め
て
お
り
、
マ
ル

コ
・
ポ
ー
ロ
・
ロ
ペ
ス
Ｉ
Ａ

Ｂ
会
長
は
２
２
日
に
、
テ
メ

ル
大
統
領
に
対
し
、
早
く
電

話
会
談
を
行
う
よ
う
要
請
し

た
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

選
挙
高
裁
（
Ｔ
Ｓ
Ｅ
）
は

２
２
日
、
判
事
投
票
５
対
２

で
、
１
４
年
知
事
選
に
お
け

る
、
違
法
な
選
挙
資
金
集
め

の
罪
で
、
ト
カ
ン
チ
ン
ス
（
Ｔ

Ｏ
）
州
の
マ
ル
セ
ロ
・
ミ
ラ

ン
ダ
知
事
（
民
主
運
動
・
Ｍ

Ｄ
Ｂ
）
と
ク
ラ
ウ
ジ
ア
・
レ

リ
ス
副
知
事
（
緑
の
党
・
Ｐ

Ｖ
）
の
資
格
剥
奪
を
決
め
た
。

２
３
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ

た
。

　

Ｔ
Ｏ
州
知
事
に
は
暫
定
的

に
、
マ
ウ
ロ
・
カ
ル
レ
ッ
シ
同

州
議
会
議
長（
人
権
連
帯
党
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
が
就
く
。
同
暫
定

知
事
は
、
２
０
〜
４
０
日
以

内
に
州
知
事
補
欠
選
挙
を
行

う
義
務
が
あ
る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｅ
は
弁
護
側
の
控
訴

を
待
た
ず
、
両
者
共
、
即
刻

の
資
格
剥
奪
と
し
た
。
カ
ル

レ
ッ
シ
州
議
会
議
長
の
暫
定

知
事
就
任
は
、
判
決
の
官
報

掲
載
後
す
ぐ
に
行
わ
れ
る
。

Ｔ
Ｓ
Ｅ
は
２
７
日
に
、
知
事

補
選
の
方
法
を
直
接
投
票
に

す
る
か
、
間
接
投
票
に
す
る

か
を
決
定
す
る
。

　

補
選
で
選
ば
れ
た
知
事

の
任
期
は
今
年
末
ま
で
だ
。

１
０
月
に
は
、
２
０
１
９

年
か
ら
２
２
年
ま
で
の
任
期

を
務
め
る
知
事
選
も
行
わ
れ

る
。
ミ
ラ
ン
ダ
前
知
事
も
レ

イ
ス
前
副
知
事
も
、
１
４
年

１
０
月
か
ら
起
算
し
て
８
年

間
は
選
挙
に
出
馬
出
来
な
い
。

　

ミ
ラ
ン
ダ
氏
は
０
９
年
９

月
に
も
、
０
６
年
選
挙
で
再

選
さ
れ
た
際
の
公
権
力
濫
用

罪
で
知
事
資
格
を
剥
奪
さ
れ

て
お
り
、
今
回
で
２
度
目
の

知
事
資
格
剥
奪
だ
。
１
０
年

選
挙
で
は
上
議
選
に
出
て
、

州
内
最
多
得
票
で
当
選
し
た

が
、
Ｔ
Ｓ
Ｅ
が
就
任
を
認
め

な
か
っ
た
。

　

ミ
ラ
ン
ダ
氏
と
レ
イ
ス
氏

は
控
訴
の
意
思
を
示
し
て
お

り
、シ
ャ
ッ
パ
の
弁
護
人
は「
明

ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
事
が
沢

山
あ
る
」
と
語
っ
た
。

ルーラの人身保護令決まらず

２
０
３
０
年
の
諸
経
費
は
倍
？

生
産
性
低
下
や
合
併
症
も
問
題

交
渉
の
行
方
は
予
断
を
許
さ
ず

最高裁
路上生活者

心
身
の
痛
み
が
調
査
さ
れ
る

（２）２０１８年 第４９６３号 ３月 ２４日 （土曜日）

糖 尿 病

知
事
が
２
度
目
の
資
格
剥
奪

４
０
日
以
内
に
補
選
を
実
施

トカンチンス州

　

痛
み
が
及
ぼ
す
影

響
は
、「
眠
れ
な
い
」

が
８
７
％
、「
不
機
嫌

に
な
る
」
が
８
４
％
、

「
歩
く
の
が
辛
い
」
が

８
２
％
、「
人
生
を

楽
し
め
な
い
」
が

７
９
％
、「
全
て
の
活

動
に
支
障
を
き
た
す
」

が
７
１
％
、「
人
付
き

合
い
に
支
障
を
き
た

す
」
が
６
７
％
だ
っ

た
。

　

医
薬
品
服
用
者
は

３
５
％
に
過
ぎ
ず
、

６
５
％
は
何
も
し
て

　

こ
の
日
の
最

高
裁
は
、
出
所

を
隠
し
た
形
で

行
わ
れ
る
企
業

か
ら
の
選
挙
献

金
を
禁
ず
る
件

の
審
理
で
始
ま

り
、
ル
ー
ラ
氏

の
人
身
保
護
令

に
関
す
る
審
理

は
そ
の
後
に
開

始
さ
れ
た
。
そ

れ
も
あ
り
、
人

身
保
護
令
そ
の

も
の
に
関
す
る

審
理
は
行
わ
れ

ず
に
終
わ
っ
た

が
、
元
大
統
領

弁
護
団
は
、
同

件
に
関
す
る
結

論
が
出
る
ま
で

は
逮
捕
し
な
い

事
を
保
証
す
る



　
夏な

つ

空ぞ
ら

に 

音お
と

は
広ひ

ろ

が
り 

か
げ
ろ
ふ
の 

揺ゆ

れ
る
道み

ち

の
辺べ

パ
レ
ー

ド
終お

わ

る

　

大お
お

阪さ
か

の
女じ

ょ

子し

高こ
う

生せ
い

・
佐さ

藤と
う

美み

穂ほ

さ
ん
（
１
７
歳さ

い

）
が
夏な

つ

休や
す

み
の
宿

し
ゅ
く

題だ
い

で
作つ

く
っ
た
短た

ん

歌か

だ
。
こ
の
１
月が

つ

１
４
日か

、
皇こ

う

族ぞ
く

、
各か

く

界か
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

約や
く

８
０
人に

ん

が
参さ

ん

列れ
つ

し
た
新し

ん

春し
ゅ
ん

恒こ
う

例れ
い

の
「
歌う

た

会か
い

始
は
じ
め

の
儀ぎ

」
で
、
１
０
首し

ゅ

の
入

に
ゅ
う

選せ
ん

歌か

の
一ひ

とつ
と
し
て
、
朗ろ

う

詠え
い

さ
れ
た
。

お
題だ

い

「
道み

ち

」
に
寄よ

せ
て
、
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

国こ
く

、
海か

い

外が
い

か
ら
詠え

い

進し
ん

さ
れ

た
２
万ま

ん

１
千せ

ん

６
百

ぴ
ゃ
く

余よ

首し
ゅ

の
中な

か

か
ら
選え

ら

ば
れ
た
も
の
だ
。
高こ

う

校こ
う

生せ
い

の
入

に
ゅ
う

選せ
ん

は
、
実じ

つ

に
３
９
年ね

ん

ぶ
り
で
あ
る
。

　
こ
の
歌う

た

に
関か

ん

し
て
、
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
の
吹す

い

奏そ
う

楽が
く

会か
い

議ぎ

室し
つ

に

次つ
ぎ

の
よ
う
な
感か

ん

想そ
う

が
寄よ

せ
ら
れ
た
。

　
夏な

つ

の
青あ

お

く
暑あ

つ

い
空そ

ら

に
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
音お

と

が
広ひ

ろ

が
っ
て
い
っ
た
こ

と
、
ふ
と
見み

た
道み

ち

の
辺べ

に
陽か

げ

炎ろ
う

が
た
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
う
い

う
中な

か

で
パ
レ
ー
ド
が
無ぶ

事じ

に
終お

え
ら
れ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う

な
小ち

い

さ
な
自じ

分ぶ
ん

の
感か

ん

動ど
う

を
よ
く
見み

つ
め
て
歌う

た

を
詠よ

ん
で
い
る

和わ

歌か

の
前ま

え

の
平び

ょ
う

等ど
う

1998年
ねん

2月
がつ

7日
か

版
ばん

な
ぁ
、
と
思お

も

い
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
に
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

取と
り

組く

ん
だ
佐さ

藤と
う

さ
ん
の
生い

き
生い

き

と
し
た
姿す

が
たが
よ
く
伝つ

た

わ
っ
て
き
ま
す
。
普ふ

段だ
ん

雑ざ
つ

事じ

に
奔ほ

ん

走そ
う

し
て

い
る
ワ
タ
シ
も
、
な
ん
か
こ
う
、
ふ
う
っ
と
な
つ
か
し
く
な
り
、

ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ
る
歌う

た

で
し
た
。
不ふ

思し

議ぎ

で
す
ね
。（
岡お

か

山や
ま

英え
い

一い
ち）

　

歌う
た

を
始は

じ

め
た
ば
か
り
の
女じ

ょ

子し

高こ
う

生せ
い

が
自じ

分ぶ
ん

の
経け

い

験け
ん

を
詠よ

ん

で
み
た
。
そ
の
歌う

た

を
通つ

う

じ
て
、
そ
の
時と

き

の
気き

持も

ち
が
手て

に
と
る

よ
う
に
伝つ

た

わ
る
。
ま
さ
に
短た

ん

歌か

と
は
「
詠よ

む
人ひ

と

の
想お

も

い
を
言こ

と

葉ば

で
真し

ん

空く
う

パ
ッ
ク
し
た
贈お

く

り
物も

の

」
で
あ
る
と
言い

え
る
。
儀ぎ

式し
き

の

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

、
天て

ん

皇の
う

、
皇こ

う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

に
お
会あ

い
し
た
佐さ

藤と
う

さ
ん

は
「〝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〟
と
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

は
や
さ
し
く

ほ
ほ
笑え

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
」
と
語か

た
っ
た
。

　

次つ
ぎ

に
朗ろ

う

詠え
い

さ
れ
た
の
は
、
北き

た

九き
ゅ
う

州し
ゅ
う

市し

の
放ほ

う

送そ
う

作さ
っ

家か

、
吉よ

し

永な
が

幸さ
ち

子こ

さ
ん
（
２
７
歳さ

い

）。
２
０
代だ

い

で
の
入

に
ゅ
う

選せ
ん

も
、
３
３
年ね

ん

ぶ

り
だ
。
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

の
と
き
か
ら
い
じ
め
に
あ
い
、
高こ

う

校こ
う

時じ

代だ
い

に
は

つ
い
に
登と

う

校こ
う

拒き
ょ

否ひ

に
。
成せ

い

人じ
ん

式し
き

に
も
出で

ら
れ
ず
、
母は

は

親お
や

が
作つ

く
っ

て
く
れ
た
振ふ

り
そ
で
を
着き

ら
れ
な
か
っ
た
。
歌う

た

会か
い

始は
じ
めに
は
、
そ

の
振ふ

り
袖そ

で

を
初は

じ

め
て
着き

て
、
参さ

ん

列れ
つ

し
た
。「
今こ

ん

回か
い

初は
じ

め
て
応お

う

募ぼ

し
た
が
、
入

に
ゅ
う

選せ
ん

で
き
て
、
失う

し
な

わ
れ
た
青せ

い

春し
ゅ
ん

時じ

代だ
い

も
報む

く

わ
れ
た

気き

が
す
る
」
と
手て

放ば
な

し
で
喜よ

ろ
こ
ぶ
。

　
い
ち
に
ち
が 

き
ら
き
ら
と
し
て
生う

ま
れ
来こ

ぬ 

海う
み

の
道み

ち

ゆ
く 

父ち
ち

の
背せ

あ
か
る
し

　

西に
し

に
向む

か
っ
て
博は

か

多た

湾わ
ん

を
出で

て
い
く
小ち

い

さ
な
漁ぎ

ょ

船せ
ん

。
そ
の
上う

え

に
す
っ
く
と
立た

つ
父ち

ち

親お
や

の
た
く
ま
し
い
背せ

中な
か

に
東ひ

が
し
か
ら
朝あ

さ

日ひ

が

あ
た
っ
て
い
る
。
一い

ち

面め
ん

の
さ
ざ
波な

み

が
朝あ

さ

日ひ

に
き
ら
め
い
て
、
一い

ち

日に
ち

が
生う

ま
れ
出で

た
所と

こ
ろで
あ
る
。
そ
ん
な
情

じ
ょ
う

景け
い

が
浮う

か
ん
で
く
る
。

吉よ
し

永な
が

さ
ん
は
父ち

ち

親お
や

の
頼た

の

も
し
い
背せ

中な
か

に
励は

げ

ま
さ
れ
、
そ
の
体た

い

験け
ん

を
歌う

た

に
詠よ

む
こ
と
で
、
い
じ
め
に
よ
る
心こ

こ
ろの
傷き

ず

を
癒い

や

し
た
の

で
あ
ろ
う
。
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

か
ら
「
ご
両

り
ょ
う

親し
ん

も
さ
ぞ
か
し
お
喜よ

ろ
こ
び
の

こ
と
で
し
ょ
う
」
と
お
声こ

え

を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

皇こ
う

后ご
う

陛へ
い

下か

は
若わ

か

い
二ふ

た

人り

の
入

に
ゅ
う

選せ
ん

を
特と

く

に
お
喜よ

ろ
こ
び
に
な
っ
た
、

と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
皇こ

う

后ご
う

様さ
ま

は
、
次つ

ぎ

の
お
歌う

た

を
詠よ

ま
れ

た
。

　
移い

民み
ん

き
み
ら 

辿た
ど

り
き
た
り
し
遠と

お

き
道み

ち

に 

イ
ペ
ー
の
花は

な

は 

い

く
た
び
咲さ

き
し

　

昨さ
く

年ね
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
ご
訪ほ

う

問も
ん

の
時と

き

に
詠よ

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
農の

う

園え
ん

に
至い

た

る
道み

ち

に
咲さ

く
イ
ペ
ー
の
花は

な

を
ご
覧ら

ん

に
な

ら
れ
て
、
三さ

ん

代だ
い

に
渡わ

た

る
移い

民み
ん

達た
ち

が
、
い
く
た
び
こ
の
花は

な

を
見み

上あ

げ
な
が
ら
開か

い

墾こ
ん

作さ

業ぎ
ょ
うに
向む

か
っ
た
か
を
、
思お

も

わ
れ
て
の
お
歌う

た

で

あ
る
。
き
び
し
い
農の

う

作さ

業ぎ
ょ
うの
あ
い
ま
に
農の

う

民み
ん

を
な
ぐ
さ
め
た
イ

ぺ
ー
の
花は

な

を
通つ

う

じ
て
、
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

達た
ち

の
心こ

こ
ろを
皇こ

う

后ご
う

様さ
ま

が
思お

も

い
や

ら
れ
る
、
さ
ら
に
そ
の
お
歌う

た

を
通つ

う

じ
て
、
我わ

れ

々わ
れ

に
も
皇こ

う

后ご
う

様さ
ま

の

お
心こ

こ
ろが
偲し

の

ば
れ
る
。
ま
さ
に
歌う

た

と
は
、
人ひ

と

々び
と

の
心こ

こ
ろを
つ
な
ぐ
架か

け
橋は

し

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
和わ

歌か

は
、
歌う

た

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
競き

そ

う
も
の
で
は

な
く
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
歌う

た

い
、
詠よ

み
味あ

じ

わ
う
も
の
で
あ
る
。

　

現げ
ん

代だ
い

で
は
「
ま
ご
こ
ろ
」
と
は
誠せ

い

実じ
つ

さ
と
か
、
人ひ

と

に
対た

い

す
る

思お
も

い
や
り
と
い
う
意い

味み

で
用も

ち

い
ら
れ
る
が
、
古こ

来ら
い

の
大や

和ま
と

言こ
と

葉ば

で
は
、「
ま
ご
こ
ろ
」
と
は
「
真ま

心ご
こ
ろ」
で
あ
り
、「
人に

ん

間げ
ん

の
真し

ん

実じ
つ

の
思お

も

い
、
こ
こ
ろ
」
と
言い

う
意い

味み

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
人に

ん

間げ
ん

の

真し
ん

実じ
つ

の
思お

も

い
を
大た

い

切せ
つ

に
し
、そ
れ
を
お
互た

が

い
に
理り

解か
い

す
る
事こ

と

が
、

大た
い

切せ
つ

で
あ
る
、
そ
う
い
う
考か

ん
が
え
方か

た

の
も
と
に
、
自み

ず
か
ら
の
「
真ま

心ご
こ
ろ」
を
見み

つ
め
、
互た

が

い
の
「
真ま

心ご
こ
ろ」
を
通か

よ

わ
せ
る
た
め
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
発は

つ

明め
い

し
た
独ど

く

創そ
う

的て
き

な
方ほ

う

法ほ
う

が
和わ

歌か

な
の
で
あ
る
。

　

我わ
れ

が
国く

に

最さ
い

古こ

の
歌か

集し
ゅ
う、
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
うに
お
い
て
も
、
地ち

位い

や
財ざ

い

産さ
ん

な
ど
の
外が

い

形け
い

的て
き

な
も
の
よ
り
も
、
人に

ん

間げ
ん

の
真し

ん

実じ
つ

の
思お

も

い
を
尊

と
う
と

ぶ
姿し

勢せ
い

は
、
す
で
に
明め

い

確か
く

に
現あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
天て

ん

皇の
う

の

歌う
た

か
ら
、名な

も
な
い
農の

う

民み
ん

や
兵へ

い

士し

の
歌う

た

ま
で
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
歌う

た

が
あ
る
。

　
父ち

ち

母は
は

が 

頭あ
た
まか
き
撫な

で 

幸さ

く
あ
れ
て 

い
ひ
し
言こ

と

葉ば

ぜ 

忘わ
す

れ

か
ね
つ
る

　

出で

が
け
に
、
父ふ

母ぼ

が
自じ

分ぶ
ん

の
頭あ

た
ま
を
撫な

で
な
が
ら
、「
く
れ
ぐ

れ
も
気き

を
つ
け
て
い
っ
て
お
い
で
」
と
言い

っ
て
く
れ
た
言こ

と

葉ば

が
、

忘わ
す

れ
ら
れ
な
い
。

　

天て
ん

平ぴ
ょ
う

勝し
ょ
う

宝ほ
う

七し
ち

年ね
ん

（
西せ

い

暦れ
き

７
５
５
年ね

ん

）
に
、
大た

い

陸り
く

か
ら
の

侵し
ん

攻こ
う

に
備そ

な

え
て
、
東と

う

国ご
く

か
ら
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
う

太だ

宰ざ
い

府ふ

に
派は

遣け
ん

さ
れ
た
少

し
ょ
う

１
．
夏な

つ

休や
す

み
の
宿し

ゅ
く

題だ
い

の

　
　

短た
ん

歌か

が
選え

ら

ば
れ
た

年ね
ん

兵へ
い

士し

の
詠よ

ん
だ
歌う

た

で
あ
る
。
年と

し

の
頃こ

ろ

は
、
冒ぼ

う

頭と
う

の
高こ

う

校こ
う

生せ
い

の
佐さ

藤と
う

さ
ん
と
同お

な

じ
位く

ら
いで
は
な
い
か
。
そ
の
親お

や

を
思お

も

う
ま
ご
こ

ろ
は
、
１
２
０
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
後あ

と

に
吉よ

し

永な
が

さ
ん
が
「
父ち

ち

の
背せ

あ

か
る
し
」
と
詠よ

ん
だ
親お

や

子こ

の
情じ

ょ
うと
変か

わ
ら
な
い
。

　

万ま
ん

葉よ
う

集し
ゅ
うは
、
地ち

位い

や
財ざ

い

産さ
ん

に
関か

ん

係け
い

な
く
、
老ろ

う

若に
ゃ
く

男な
ん

女に
ょ

に
関か

か

わ
り
な
く
、
ま
ご
こ
ろ
を
詠よ

ん
だ
歌う

た

、
そ
し
て
、
そ
う
い
う

歌う
た

を
残の

こ

し
た
人ひ

と

を
長な

が

く
歴れ

き

史し

に
留と

ど

め
て
お
こ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

　

キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
で
の
「
神か

み

の
前ま

え

の
平

び
ょ
う

等ど
う

」
に
対た

い

し
、
こ
れ
を

「
和わ

歌か

の
前ま

え

の
平

び
ょ
う

等ど
う

」
と
喝か

っ

破ぱ

し
た
の
は
、
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち
の
名め

い

著ち
ょ

「
日に

本ほ
ん

語ご

の
こ
こ
ろ
」（
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

現げ
ん

代だ
い

新し
ん

書し
ょ

）
で
あ
っ
た
。

我わ

が
国く

に

で
は
、
こ
の
「
和わ

歌か

の
前ま

え

の
平

び
ょ
う

等ど
う

」
を
原げ

ん

理り

と
し
て
、

国こ
く

民み
ん

が
お
互た

が

い
に
ま
ご
こ
ろ
を
通か

よ

わ
せ
る
よ
う
な
国く

に

を
理り

想そ
う

と

考か
ん
がえ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

歌う
た

会か
い

始は
じ
めは
こ
の
理り

想そ
う

を
国こ

っ

家か

的て
き

制せ
い

度ど

に
ま
で
具ぐ

現げ
ん

化か

し
た

も
の
で
あ
る
。

　

歌う
た

会か
い

始は
じ

め
は
平へ

い

安あ
ん

時じ

代だ
い

か
ら
行お

こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
う

恒こ
う

例れ
い

の
年ね

ん

頭と
う

行ぎ
ょ
う

事じ

と
な
っ
た
の
は
、
後ご

土つ
ち

御み

門か
ど

天て
ん

皇の
う

御ご

在ざ
い

位い

（
１
４
６
４
―
１
５
０
０
）
の
頃こ

ろ

と
言い

わ
れ
て
い
る
。
国こ

く

民み
ん

一い
っ

般ぱ
ん

の
詠え

い

進し
ん

が
始は

じ

ま
っ
た
の
は
、
明め

い

治じ

５
年ね

ん

。
そ
れ
か
ら
す

で
に
１
２
５
年ね

ん

も
の
歳さ

い

月げ
つ

が
経た

っ
て
い
る
。

　

今こ

年と
し

の
歌う

た

会か
い

始は
じ
めで
女じ

ょ

子し

高こ
う

生せ
い

が
宿

し
ゅ
く

題だ
い

で
詠よ

ん
だ
歌う

た

が
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

以い

下か

、
新し

ん

聞ぶ
ん

や
テ
レ
ビ
を
通つ

う

じ
て
全ぜ

ん

国こ
く

民み
ん

に
披ひ

露ろ
う

さ
れ

る
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
和わ

歌か

の
前ま

え

の
平

び
ょ
う

等ど
う

」
の
伝で

ん

統と
う

が
現げ

ん

代だ
い

の
歌う

た

会か
い

始は
じ
めに
も
脈

み
ゃ
く

々み
ゃ
くと
息い

き

づ
い
て
い
る
事こ

と

を
示し

め

し
た
も
の
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
天て

ん

皇の
う

と
国こ

く

民み
ん

が
一い

ち

同ど
う

に
会か

い

し
て
、
お
互た

が

い
に
歌う

た

を
通つ

う

じ
て
ま
ご
こ
ろ
を
通か

よ

わ
せ
合あ

う
と
い
う
の
は
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

か

ら
見み

て
も
、
驚お

ど
ろ
く
べ
き
文ぶ

ん

化か

伝で
ん

統と
う

で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
桂け

い

冠か
ん

詩し

人じ
ん

ブ
ラ
ン
デ
ン
、
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

の
家か

庭て
い

教き
ょ
う

師し

で
あ
っ
た
ア

メ
リ
カ
の
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
夫ふ

人じ
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
歌う

た

会か
い

始は
じ
めに
陪ば

い

席せ
き

し
て
、
美う

つ
くし
い
感か

ん

想そ
う

を
残の

こ

し
て
い
る
。

　

ま
た
白し

ら

百ゆ

合り

女じ
ょ

子し

大だ
い

の
マ
リ
ー
・
マ
リ
ー
・
フ
ィ
ロ
メ
ー

ヌ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、〝T

h
e　

N
ew

　

Y
ear

,s　

P
o
etry　

P
arty　

at　

th
e　

Im
p
erial　

C
ou
rt　

―T
w
o　

D
ecades　

in　

P
ost

―w
ar　

Y
ears,　

1
9
6
0

―

1
9
7
9

〟（
北き

た

星ぼ
し

堂ど
う

、
昭

し
ょ
う

和わ

５
８
年ね

ん

）
で
諸し

ょ

外が
い

国こ
く

に
皇こ

う

室し
つ

の

歌う
た

会か
い

始は
じ

め
を
１
冊さ

つ

の
本ほ

ん

で
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

の
皇こ

う

室し
つ

と
国こ

く

民み
ん

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を

毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、

少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえ

るよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な

どに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
い
じ
め
に
負ま

け
ず

５
．
世せ

界か
い

か
ら
見み

た
歌う

た

会か
い

始は
じ

め

（３） ２０１８年第４９６３号 	 ３月	２４日	（土曜日）

３
．
移い

民み
ん

の
労ろ

う

苦く

を
偲し

の

ぶ
お
歌う

た

４
．
和わ

歌か

の
前ま

え

の
平び

ょ
う

等ど
う

歌
うた

会
かい

始
はじめ

の儀
ぎ

（宮
く

内
ない

庁
ちょう

ホームページより）

　

歌う
た

会か
い

始は
じ
めで
女じ

ょ

子し

高こ
う

生せ
い

が
宿し

ゅ
く
題だ

い

で
詠よ

ん
だ
歌う

た

が
選え

ら

ば
れ
る
と
い
う
の
は
、

「
和わ

歌か

の
前ま

え

の
平び

ょ
う
等ど

う

」
の
伝で

ん

統と
う

が
現げ

ん

代だ
い

に
も
息い

き

づ
い
て
い
る
証し

ょ
う
拠こ

と
の
間あ

い
だ
に
、
歌う

た

を
介か

い

し
た
美

う
つ
く

し
い
、
次じ

元げ
ん

の
高た

か

い
交こ

う

流り
ゅ
うが

あ
る
と
記し

る

さ
れ
た
由よ

し

で
あ
る
。

（
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

の
御お

歌う
た

集し
ゅ
う「
瀬せ

音お
ん

」
ｐ
２
３
５
―
７
）

　
「
和わ

歌か

の
前ま

え

の
平

び
ょ
う

等ど
う

」
と
い

う
優す

ぐ

れ
た
精せ

い

神し
ん

的て
き

文ぶ
ん

化か

的て
き

な

伝で
ん

統と
う

が
我わ

が
国く

に

の
古こ

来ら
い

か
ら

の
国く

に

柄が
ら

の
一ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る

事こ
と

を
、
２
月が

つ

１
１
日に

ち

、
建け

ん

国こ
く

記き

念ね
ん

の
日ひ

に
思お

も

い
起お

こ
し
た

い
。

　
【
共
同
】
私
の
こ
の
身
体

は
自
分
の
も
の
―
。
当
然
の

こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、

身
体
を
巡
る
近
代
以
降
の
試

行
錯
誤
の
経
緯
を
た
ど
る

と
、
話
は
そ
う
単
純
で
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
私
た
ち
は

常
に
、
国
家
や
社
会
の
求
め

る
身
体
像
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
て
き
た
。

　
▽
「
ナ
ン
バ
」

　

日
本
人
は
古
来
、
右
手
と

右
足
、
左
手
と
左
足
が
同
時

に
出
る
よ
う
な
「
ナ
ン
バ
」

と
呼
ば
れ
る
歩
行
を
し
て
い

た
と
す
る
説
が
あ
る
。
明
治

以
降
、
富
国
強
兵
・
殖
産
興

業
が
叫
ば
れ
る
中
で
近
代
的

な
軍
隊
や
工
場
労
働
に
見
合

う
身
体
や
所
作
が
形
づ
く
ら

れ
、「
ナ
ン
バ
」
は
失
わ
れ

た
と
言
わ
れ
て
き
た
。

　

東
海
大
教
授
の
松
浪
稔

は
、「
ナ
ン
バ
」
が
広
く
日

本
人
の
所
作
だ
っ
た
と
裏
付

け
る
史
料
は
な
い
と
す
る
。

た
だ
、行
進
す
る
、腕
を
振
っ

て
走
る
と
い
う
動
作
、
集
合

す
る
、
時
間
を
守
る
と
い
っ

た
規
律
的
行
動
が
、
軍
や

工
場
の
担
い
手
と
な
っ
て
い

く
農
民
た
ち
に
と
っ
て
困
難

だ
っ
た
の
は
確
か
ら
し
い
。

　
「
西
南
戦
争
で
の
官
軍
も
、

統
率
は
ほ
と
ん
ど
取
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

経
験
を
踏
ま
え
、
学
校
教

育
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た

の
が
体
操
で
す
」。
日
清
戦

争
（
１
８
９
４
～
９
５
年
）

や
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
～

０
５
年
）
を
経
て
、
列
強
の

軍
隊
と
の
差
も
自
覚
さ
れ
、

集
団
行
動
の
で
き
る
「
強
い

身
体
」
が
模
索
さ
れ
て
い
っ

た
。

　
▽
ラ
ジ
オ
体
操

　
「
小
学
校
の
体
操
科
で
最

初
に
や
る
の
は
、
現
代
と
同

じ
『
整
列
。
前
に
な
ら
え
』。

こ
れ
は
、
陸
軍
の
歩
兵
の
基

礎
訓
練
そ
の
も
の
で
す
」。

０
０
年
の
第
３
次
小
学
校
令

以
降
、
体
操
は
国
語
、
算
術

求
め
ら
れ
た
強
さ
と
規
律

理
想
の
身
体
像
と
体
操

と
並
ん
で
必
修
と
な
る
。
文

部
省
が
設
置
し
た
調
査
委
員

会
の
０
５
年
の
報
告
書
で

は
、
体
操
科
の
目
的
の
一
つ

は
「
兵
役
ノ
義
務
ニ
服
ス
ル

ニ
適
ス
ヘ
キ
練
習
」
だ
と
さ

れ
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
普
通
だ
っ

た
裸
体
を
人
目
に
さ
ら
す
こ

と
や
入
れ
墨
な
ど
も
、
明
治

以
降
に
禁
忌
化
さ
れ
た
。
理

想
の
身
体
像
は
、
新
聞
な
ど

で
も
拡
散
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

龍
谷
大
准
教
授
の
佐
々
木

浩
雄
に
よ
る
と
「
明
治
期
の

学
校
体
操
は
現
代
の
そ
れ
よ

り
静
的
で
、
面
白
く
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

卒
業
後
の
継
続
的
な
実
施
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
。「
し

か
し
２
０
年
代
に
は
、
弾
む

よ
う
な
動
き
や
リ
ズ
ム
を
取

り
入
れ
る
欧
州
の
体
操
の
新

し
い
潮
流
が
、
日
本
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
き
ま
す
」

　

全
国
民
的
に
広
が
る
き
っ

か
け
が
、
逓
信
省
簡
易
保
険

局
の
啓
発
事
業
と
し
て
始

ま
っ
た
ラ
ジ
オ
体
操
（
２
８

年
放
送
開
始
）
だ
。
３
０
年

代
に
は「
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
」

が
全
国
に
普
及
。
当
時
は
野

球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
も

拡
大
し
て
い
た
が
、「
お
金

も
道
具
も
広
い
場
所
も
い
ら

ず
、
短
時
間
に
大
勢
で
で
き

る
体
操
を
、
徴
兵
検
査
の
結

果
に
示
さ
れ
る
国
民
の
『
体

位
低
下
』
と
い
う
課
題
を

抱
え
た
国
家
も
奨
励
し
ま
し

た
」。

　
▽
国
家
的
意
義

　

大
規
模
な
体
操
イ
ベ
ン
ト

や
マ
ス
ゲ
ー
ム
も
、
国
家
や

メ
デ
ィ
ア
の
主
催
で
盛
ん
に

開
催
さ
れ
、
楽
し
さ
と
統
制

美
を
演
出
し
な
が
ら
発
展
し

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
３
７

年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、

４
１
年
に
太
平
洋
戦
争
に
突

入
し
戦
時
色
が
強
ま
る
と
、

「
国
民
体
力
向
上
」
や
「
国

民
精
神
の
涵
養
」
と
い
っ
た

体
操
の
国
家
的
意
義
が
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
４
１
年
ま
で
は
、
明
確

な
政
治
的
圧
力
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

む
し
ろ
体
操
界
が
国
家
の
掲

げ
る
旗
印
を
巧
み
に
取
り
入

れ
て
普
及
活
動
を
し
、
後
援

す
る
メ
デ
ィ
ア
も
商
魂
た
く

ま
し
く
活
動
し
た
。
そ
れ
が

フ
ァ
シ
ズ
ム
を
下
支
え
し

た
」

　

身
体
を
巡
る
問
題
は
、
国

家
の
全
体
主
義
的
な
傾
向

が
、
必
ず
し
も
上
か
ら
一
方

的
に
つ
く
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
現
実
も
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
。
２
０
２
０
年
に
東
京

五
輪
も
控
え
る
今
、
奨
励
さ

れ
る
身
体
像
の
背
景
に
あ
る

価
値
観
を
、
注
意
深
く
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
。（
敬
称

略
）

１９４２年１１月５日の「同盟写真特報」。当時よく知られていた海軍
体操と建国体操が紹介されている（共同）
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（５） ２０１８年第４９６３号 	 ３月	２４日	（土曜日）

Avisos secundários em alertas 
de terremotos no Japão

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Comentário (22/03/2018)

Neste Comentário, expli-
ca as novidades do sistema 
de alerta de terremotos do 
Japão Atsushi Tanaka, pro-
fessor do Centro de Pes-
quisas Integradas sobre In-
formações de Desastres, da 
Universidade de Tóquio. 
Tanaka também presidiu o 
grupo de estudos de alertas 
de terremotos da Agência de 
Meteorologia do Japão.
“A Agência de Meteorolo-
gia tomou a iniciativa em 
razão da falta de alertas na 
Região Kanto, que inclui 
Tóquio, por ocasião do 
megaterremoto seguido de 
tsunami de 11 de março, 
que devastou áreas da re-
gião nordeste do Japão sete 
anos atrás. Dada a escala 
gigantesca do terremoto de-
vastador, levou tempo até o 

fracionamento total da falha 
geológica. Assim a escala 
do terremoto foi subesti-
mada e não se emitiu alerta 
algum para a Região Kanto.
Pelo método convencional, 
são previstos o hipocen-
tro e a escala do tremor, e 
também que áreas serão 
afetadas pelo terremoto. Na 
tragédia de 2011, levou três 
minutos até que a falha ge-
ológica ficasse inteiramen-
te fracionada. Alertas de 
terremoto são emitidos em 
segundos, e não é possível 
aguardar o fim do fenôme-
no. Deste modo, a agência 
não pôde prever a tempo a 
disseminação da escala em 
algumas circunstâncias. 
Para compensar a deficiên-
cia, a Agência de Meteoro-
logia do Japão adotou um 

novo método, além de apri-
morar o sistema para uma 
emissão mais acurada de 
alertas de terremotos.
O novo método não estima 
o hipocentro e a escala do 
terremoto. Quando tremo-
res acontecem nas proxi-
midades, o órgão faz o cál-
culo, em base de um a um, 
da intensidade sísmica que 
seria previsível em determi-
nado ponto. O novo método 
vai possibilitar a emissão 
de alertas de terremotos em 
áreas mais amplas, numa 
abrangência antes inviável. 
Deverá ajudar populações 
de áreas mais amplas nestas 
situações.
No Japão, as pessoas podem 
receber alertas de terremotos 
pela televisão, pelo rádio e 
em aparelhos móveis. Infe-

lizmente, alguns aparelhos 
móveis não recebem os 
alertas. Convém a estran-
geiros que viajam ao Japão 
o aluguel ou a aquisição de 
aparelhos móveis só depois 
de verificar se estão capa-
citados a receber alertas de 
terremotos.
O sistema de alerta de terre-
motos do Japão tira provei-
to do fato de que as ondas 
de rádio se deslocam em 
velocidade maior do que a 
dos tremores. A diferença é, 
contudo, ínfima, correspon-
dendo a, no máximo, de dez 
a 20 segundos. Assim, con-
vém às pessoas usar as in-
formações e proteger a pró-
pria vida por meio de ‘uma 
simples’ medida, como a de 
cobrir a cabeça ou agachar-
se.”

Governo do Japão adota novo 
sistema de alerta contra terremotos

Prevenção contra terremotos (22/03/2018)

A partir do dia 22 de mar-
ço, a Agência de Meteoro-
logia do Japão vai mudar 
o formato dos seus alertas 
preventivos contra terre-
motos.
A escala dos tremores 
será rapidamente calcula-
da com base nos dados da 

chamada “onda primária” 
do terremoto, gravada por 
sismógrafos espalhados 
por todo o Japão. Estas 
“ondas primárias” sempre 
antecedem tremores mais 
fortes.
Até agora, a agência emitia 
alertas preventivos quando 

Estados Unidos reafirmam 
compromisso com Taiwan

Taiwan (22/03/2018)

Uma autoridade de alto 
escalão do Departamento 
de Estado americano rea-
firmou os laços de seu país 
com Taiwan.
Na quarta-feira, Alex 
Wong, vice-secretário-as-
sistente do Escritório para 
Assuntos do Leste da Ásia 
e do Pacífico, visitou Taipé. 
Segundo ele, o comprome-
timento dos Estados Unidos 
com Taiwan é mais forte do 
que nunca e a ilha serve de 
inspiração para o resto da 
região Indo-Pacífico.
Wong participou de um 
evento ao lado da presiden-
te de Taiwan, Tsai Ing-wen.
O vice-secretário-assistente 
declarou ainda que “o com-
prometimento dos EUA 
com o povo taiuanês, sua 

segurança e sua demo-
cracia é mais forte que 
nunca”. Disse ainda que 
constam na legislação 
americana medidas para 
fortalecer a capacidade 
de Taiwan de defender 
sua democracia conquis-
tada a duras penas.
A visita de Alex Wong 
ocorre após o presiden-
te dos Estados Unidos, 
Donald Trump, sancio-
nar o ato de viagens de 
Taiwan, que encoraja 
visitas mútuas de au-
toridades americanas e 
taiuanesas de todos os 
níveis hierárquicos.
A China critica vee-
mentemente a medida, 
afirmando que ela viola 
o princípio de uma só 
China.

tremores de pelo menos 
quatro e meio na escala ja-
ponesa de intensidade esta-
vam para ocorrer. A escala 
de intensidade de tremores 
do Japão vai de zero a sete.
Com o novo sistema, um 
segundo aviso será emitido 
caso uma “onda secundá-

ria” seja detectada com um 
tremor mais forte. O alerta 
será emitido para uma área 
de até 30 quilômetros de 
distância do ponto onde o 
terremoto for registrado.
A agência decidiu adotar 
o novo sistema porque 
em 2011, quando houve o 
Grande Terremoto do Les-
te do Japão, o órgão não 
conseguiu alertar a região 
de Kanto e outras áreas, 
algumas distantes do local 
onde o terremoto foi regis-
trado no alerta inicial. Abe e Obama vão 

almoçar juntos no 
domingo, em Tóquio

Diplomacia (22/03/2018)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, vai al-
moçar com o ex-presidente 
dos Estados Unidos, Barack 
Obama, no domingo, em 
Tóquio.
Obama deve desembarcar 
no sábado para uma visi-
ta de dois dias em que vai 
comparecer a uma confe-
rência internacional, na ca-
pital japonesa, patrocinada 
por uma organização priva-
da. Esta será a primeira vez 
que Barack Obama virá ao 
país desde que deixou o car-
go, em janeiro do ano pas-
sado.
O secretário-chefe do ga-
binete japonês, Yoshihide 
Suga, afirmou que o almoço 
servirá como uma oportuni-
dade para que Abe e Obama 
renovem seus laços de ami-
zade. De acordo com Suga, 
o encontro não terá cunho 
político.

Ele lembrou que o ex
-presidente americano 
encontrou-se com o pre-
miê japonês em algumas 
oportunidades durante os 
oito anos em que esteve à 
frente da Presidência dos 
Estados Unidos.
Barack Obama veio pela 
última vez ao Japão em 
maio de 2016, quando 
se tornou o primeiro pre-
sidente no exercício do 
cargo a visitar Hiroshi-
ma, cidade que sofreu 
um bombardeio atômico.
Por sua vez, Shinzo Abe 
se encontrou com o ex
-presidente pela última 
vez em dezembro des-
se mesmo ano, quando 
ambos visitaram juntos 
Pearl Harbor, no Havaí, 
para homenagear as ví-
timas fatais do ataque ja-
ponês à ilha de Oahu, em 
1941.

Esposa de premiê japonês teria 
sido informada sobre detalhes 
da polêmica venda de terreno

Política  (23/03/2018)

Segundo informes, a fi-
gura principal do escânda-
lo que envolve a venda de 
um terreno pertencente ao 
governo nacional, que está 
abalando o Parlamento ja-
ponês, confirmou que a es-
posa do primeiro-ministro 
havia sido informada sobre 
a transação.
Parlamentares de três par-
tidos da oposição entrevis-
taram, na sexta-feira, Ya-
sunori Kagoike na casa de 

detenção de Osaka, na parte 
oeste do Japão.
Kagoike é o ex-diretor da 
operadora de escolas Mo-
ritomo Gakuen. Ele se en-
contra detido em conexão 
com a compra de um ter-
reno de propriedade do go-
verno que a Moritomo fez 
para a construção de uma 
nova escola.
O Ministério das Finanças 
vendera o referido terreno 
por um preço bem abaixo 

do valor do mercado, ge-
rando suspeitas de que hou-
ve tratamento especial na 
transação. Akie, esposa do 
premiê Shinzo Abe, estava 
prevista a assumir o cargo 
de diretora honorária da 
nova escola.
Recentemente, o minis-
tério admitiu ter alterado 
documentos relacionados à 
venda do terreno. Referên-
cias que citavam Akie Abe 
estavam entre as observa-
ções removidas do texto 
original.
Em uma dessas observa-
ções citadas por Moritomo, 
ela teria dito que a operado-
ra levasse adiante os trâmi-
tes da compra do terreno, 

pois o local parecia ser 
bom. Abe negou que sua 
esposa tivesse feito tal ob-
servação.
Masato Imai, do Partido 
Esperança, informou, em 
uma coletiva de imprensa 
dada após a entrevista de 
sexta-feira, que Kagoike 
confirmara ter ouvido Akie 
fazer essa observação e que 
não tinha dúvidas sobre o 
caso.
Imai acrescentou que, 
como não se sabe se Kagoi-
ke está dizendo a verdade, 
os parlamentares necessi-
tam ouvir também a opi-
nião de Akie Abe.

Trump vai impor tarifas pesadas 
sobre importações chinesas

Ex-presidente da Coreia do Sul é preso

Conflito comercial (23/03/2018)

Coreia do Sul (23/03/2018)

O presidente americano, 
Donald Trump, decidiu 
impor pesadas tarifas so-
bre uma ampla variedade 
de produtos importados da 
China devido a práticas co-
merciais que, segundo seu 
governo, violam direitos de 
propriedade intelectual dos 
EUA.
Trump tomou a decisão na 

A promotoria da Coreia 
do Sul prendeu o ex-presi-
dente Lee Myung-bak por 
suspeita de recebimento de 
propina e outras acusações.
A prisão ocorreu pouco 
depois da Corte Distrital 
Central de Seul ter expedi-
do um mandado de prisão 
contra ele na quinta-feira à 
noite.

quinta-feira. As tarifas en-
trarão em vigor com base 
na Seção 301 da Lei de Co-
mércio, que permite às au-
toridades americanas impo-
rem sanções unilaterais em 
resposta ao que conside-
rarem práticas comerciais 
injustas.
O presidente dos EUA dis-
se que as tarifas incidirão 

Segundo a imprensa sul-
coreana, a Corte teria dito 
que tomou a decisão sobre 
a necessidade de prender 
Lee após levar em consi-
deração fatores como sua 
posição, a gravidade das 
alegações e a possibilidade 
de que ele venha a destruir 
evidências.
Lee é o 4º ex-presidente da 

sobre até 60 bilhões de dó-
lares em importações chi-
nesas. A China representa 
a maior parte do déficit co-
mercial americano.
Falando na Casa Branca, 
Trump afirmou que con-
tinua a ter um “tremendo 
respeito” pelo presidente 
chinês Xi Jinping.
Entretanto, ressaltou que o 
déficit comercial america-
no é o maior de qualquer 
país na história do mundo e 
que está “fora de controle”.
Trump assinou um docu-

Coreia do Sul a ser preso.
Ele ocupou o cargo por cin-
co anos, até 2013.
Promotores suspeitam que 
Lee tenha feito com que 
o maior conglomerado do 
país, o Grupo Samsung, ar-
casse com os custos de uma 
ação judicial envolvendo 
uma empresa de autopeças 
da qual acredita-se que ele 
seja o dono.
Lee é suspeito de ter conce-
dido um indulto presiden-

mento ordenando que o 
Escritório de Comércio ela-
bore uma lista de produtos 
que estarão sujeitos às tari-
fas. Elas entrarão em vigor 
após a criação da lista.
O governo de Trump pre-
tende enviar uma reclama-
ção à Organização Mundial 
do Comércio em relação a 
sua alegação de que a Chi-
na está violando direitos de 
propriedade intelectual dos 
EUA. Washington também 
diz que irá considerar res-
tringir investimentos chine-
ses nos EUA.

cial ao presidente do Grupo 
Samsung em troca do favor.
O ex-presidente também é 
acusado de receber ilicita-
mente fundos do Serviço 
Nacional de Inteligência 
por meio de autoridades de 
alto escalão do escritório 
presidencial.
Promotores estimam que 
Lee recebeu quase 10 mi-
lhões de dólares em subor-
no.
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計け
い

画か
く

を
実じ

っ

施し

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

交こ
う

流り
ゅ
うネ
ッ
ト
の
林

は
や
し

事じ

務む

局
き
ょ
く

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、
１
６
年ね

ん

末ま
つ

ま

で
に
改か

い

修し
ゅ
う

再さ
い

開か
い

店て
ん

す
る
予よ

定て
い

だ
っ
た
が
、
１
階か

い

は
再さ

い

開か
い

店て
ん

し
て
い
る
も
の
の
、
ブ
ラ

ジ
ル
移い

住じ
ゅ
う

資し

料り
ょ
う

館か
ん

を
含ふ

く

む

２
階か

い

は
ま
だ
開ひ

ら

い
て
い
な
い

と
い
う
。
同ど

う

資し

料り
ょ
う

館か
ん

は
、
デ

カ
セ
ギ
現げ

ん

象し
ょ
うを
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た

　

日に

本ほ
ん

貿ぼ
う

易え
き

振し
ん

興こ
う

機き

構こ
う

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
サ
ン
パ
ウ
ロ
事じ

務む

所し
ょ

と
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

が
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
「
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

ビ
ジ

ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
が
１
４
日か

、
聖せ

い

市し

内な
い

ホ
テ
ル
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

に
拠き

ょ

点て
ん

を
置お

く
同ど

う

機き

構こ
う

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

が
一い

ち

堂ど
う

に
集つ

ど

う

機き

会か
い

を
活か

つ

用よ
う

し
、
各か

っ

国こ
く

の
経け

い

済ざ
い

や
ビ
ジ
ネ
ス
概が

い

況き
ょ
う、
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

動ど
う

向こ
う

、
通つ

う

商し
ょ
う

協き
ょ
う

定て
い

な
ど
が
説せ

つ

明め
い

さ
れ
た
。
今こ

年と
し

は
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

主し
ゅ

要よ
う

国こ
く

で
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

を
控ひ

か

え
、
政せ

い

治じ

動ど
う

向こ
う

に
注

ち
ゅ
う

目も
く

が
集あ

つ
まる
。
そ
ん
な
最さ

い

新し
ん

動ど
う

向こ
う

を
把は

握あ
く

す
る
貴き

重ち
ょ
うな
機き

会か
い

と
な
っ
た
。

展て
ん

示じ

と
す
る
計け

い

画か
く

で
、
今こ

ん

回か
い

の
ブ
ラ
ジ
ル
滞た

い

在ざ
い

中ち
ゅ
うに
は
出で

稼か
せ

ぎ
初し

ょ

期き

に
大お

お

泉い
ず
み

町ま
ち

に
就

し
ゅ
う

労ろ
う

の
た
め
に
住す

ん
だ
日に

っ

系け
い

ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

か
ら
の
証

し
ょ
う

言げ
ん

を
集あ

つ

め

る
こ
と
も
目も

く

的て
き

と
し
て
い
る
。

該が
い

当と
う

者し
ゃ

は
、
林

は
や
し

事じ

務む

局き
ょ
く

長
ち
ょ
う

（tsu
tom

u
-h

ayash
i@

koryunet.org

）
ま
で
連れ

ん

絡ら
く

を
。

価か

格か
く

や
米べ

い

国こ
く

景け
い

気き

波は

及き
ゅ
うを
、

南な
ん

米べ
い

は
資し

源げ
ん

価か

格か
く

に
影え

い

響き
ょ
うを

受う

け
や
す
い
経け

い

済ざ
い

構こ
う

造ぞ
う

に
あ

る
と
し
て
、
近き

ん

年ね
ん

の
経け

い

済ざ
い

低て
い

迷め
い

の
背は

い

景け
い

を
俯ふ

瞰か
ん

し
た
。

　

今こ

年と
し

の
注

ち
ゅ
う

目も
く

点て
ん

と
し
て
ブ

ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
パ
ラ
グ

ア
イ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
主し

ゅ

要よ
う

国こ
く

で
立た

て

続つ
づ

け
に
行お

こ
な
わ
れ
る
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

を
挙あ

げ
た
。
１
５

年ね
ん

に
は
保ほ

護ご

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

傾け
い

向こ
う

の

強つ
よ

い
左さ

派は

政せ
い

権け
ん

が
大た

い

半は
ん

だ
っ

た
が
、
開か

い

放ほ
う

経け
い

済ざ
い

傾け
い

向こ
う

の
強つ

よ

い
中

ち
ゅ
う

道ど
う

や
中

ち
ゅ
う

道ど
う

右う

派は

政せ
い

権け
ん

に

ド
ミ
ノ
倒だ

お

し
の
よ
う
に
変か

わ

り
つ
つ
あ
る
。
不ふ

安あ
ん

定て
い

要よ
う

素そ

は
あ
る
が
「
企き

業ぎ
ょ
う

活か
つ

動ど
う

に
優ゆ

う

位い

な
方ほ

う

向こ
う

に
変へ

ん

化か

し
つ
つ
あ

る
」
と
分ぶ

ん

析せ
き

し
た
。

　

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
事じ

務む

所し
ょ

の
紀き

井い

寿と
し

雄お

所し
ょ

長ち
ょ
うは
主お

も

に
近き

ん

年ね
ん

の
亜あ

国こ
く

の
政せ

い

治じ

経け
い

済ざ
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

に
つ
い
て
解か

い

説せ
つ

。
１
５
年ね

ん

マ
ク

リ
政せ

い

権け
ん

発ほ
っ

足そ
く

に
よ
り
、
輸ゆ

入
に
ゅ
う

規き

制せ
い

や
為

か
わ
せ

替
規き

制せ
い

、
輸ゆ

出
し
ゅ
つ

税ぜ
い

な
ど
企き

業ぎ
ょ
う

活か
つ

動ど
う

に
適て

き

さ
な

か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
環か

ん

境き
ょ
うが
大お

お

き
く
改か

い

善ぜ
ん

さ
れ
、
規き

制せ
い

緩か
ん

和わ

が
進し

ん

展て
ん

、
国こ

く

際さ
い

金き
ん

融ゆ
う

界か
い

か
ら

の
信し

ん

頼ら
い

が
回か

い

復ふ
く

し
た
と
高こ

う

評
ひ
ょ
う

価か

し
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

で
イ
ン
フ
レ
率り

つ

の
高た

か

止ど

ま
り
は
続つ

づ

き
、
昨さ

く

年ね
ん

後こ
う

半は
ん

か

ら
世せ

論ろ
ん

の
経け

い

済ざ
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

評ひ
ょ
う

価か

が
悪あ

っ

化か

に
転て

ん

じ
た
と
指し

摘て
き

。

１
７
年ね

ん

議ぎ

会か
い

中ち
ゅ
う

間か
ん

選せ
ん

挙き
ょ

の
結け

っ

果か

に
つ
い
て
も
「
マ
ク
リ
政せ

い

権け
ん

が
素す

直な
お

に
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
た
と
見み

る
こ
と
も
で
き
る
が
、
野や

党と
う

分ぶ
ん

裂れ
つ

が
進す

す

ん
で
与よ

党と
う

連れ
ん

合ご
う

が

支し

持じ

を
拡か

く

大だ
い

さ
せ
た
」
と
し

て
政せ

い

権け
ん

の
信し

ん

任に
ん

に
は
疑ぎ

問も
ん

符ふ

を
付つ

け
た
。
今こ

ん

後ご

の
安あ

ん

定て
い

的て
き

政せ
い

権け
ん

運う
ん

営え
い

に
向む

け
て
は
、
各か

く

種し
ゅ

制せ
い

度ど

改か
い

革か
く

の
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

な
ど

に
言げ

ん

及き
ゅ
うし
、「
種た

ね

蒔ま

き
の
時じ

期き

に
あ
る
」
と
の
見み

方か
た

を
示し

め

し

た
。

　
「
日に

ち

亜あ

関か
ん

係け
い

は
１
６
年ね

ん

か

ら
４
年ね

ん

連れ
ん

続ぞ
く

で
首し

ゅ

脳の
う

が
両

り
ょ
う

国こ
く

を
往お

う

来ら
い

す
る
黄お

う

金ご
ん

の
４
年ね

ん

間か
ん

に
あ
る
。
過か

去こ

に
な
い
ほ
ど

関か
ん

係け
い

が
深し

ん

化か

し
た
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
う。

日に

本ほ
ん

で
亜あ

国こ
く

再さ
い

評ひ
ょ
う

価か

が
進す

す

む

　
【
既き

報ほ
う

関か
ん

連れ
ん

】
ブ
ラ
ジ
ル

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う

の
一ひ

と

つ
と
し
て
整せ

い

備び

が
進す

す

め

ら
れ
る
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

立り
つ

総そ
う

合ご
う

大だ
い

学が
く(

Ｕ
Ｓ
Ｐ)

構こ
う

内な
い

に
あ
る
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

修し
ゅ
う

復ふ
く

事じ

業ぎ
ょ
う

の
資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
く

を
ブ
ラ
ジ

ル
・
ニ
ッ
ポ
ン
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

協
き
ょ
う

会か
い

（
杓

し
ゃ
く

田た

美み

代よ

子こ

会か
い

長ち
ょ
う）
が

呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

同ど
う

庭て
い

園え
ん

は
、
故こ

・
下し

も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

氏し

が
初し

ょ

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
た

サ
ン
パ
ウ
ロ
花か

卉き

園え
ん

芸げ
い

同ど
う

好こ
う

会か
い

が
造ぞ

う

園え
ん

し
、
６
７
年ね

ん

に
初は

つ

来ら
い

伯は
く

さ
れ
た
皇こ

う

太た
い

子し

同ど
う

妃ひ

両
り
ょ
う

殿で
ん

下か

（
現げ

ん

、
今き

ん

上じ
ょ
う

天て
ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

）
の
ご
臨り

ん

席せ
き

の
も
と

で
開か

い

園え
ん

。
戦せ

ん

後ご

移い

住じ
ゅ
う５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
０
３
年ね

ん

に
大だ

い

規き

模ぼ

な
手て

入い

れ
が
行お

こ
な

わ
れ
た
が
、
管か

ん

理り

が
行ゆ

き
届と

ど

い
て
お
ら
ず
荒こ

う

廃は
い

が
進す

す

ん
で
い
た
。

　

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

は
、
昨さ

く

年ね
ん

が
開か

い

園え
ん

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
あ
っ
た
こ
と
か

な
か
、「
輸ゆ

入に
ゅ
う

販は
ん

売ば
い

会が
い

社し
ゃ

な

ど
５
～
１
０
社し

ゃ

の
進し

ん

出し
ゅ
つが
見み

込こ

ま
れ
る
が
、
生せ

い

産さ
ん

拠き
ょ

点て
ん

を

持も

つ
よ
う
な
企き

業ぎ
ょ
うの
進し

ん

出し
ゅ
つは

ま
だ
先さ

き

」
と
見み

通と
お

し
た
。

　

チ
リ
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
事じ

務む

所し
ょ

の
中な

か

山や
ま

泰や
す

弘ひ
ろ

所し
ょ

長ち
ょ
うは
、
同ど

う

国こ
く

は
銅ど

う

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
鉱こ

う

物ぶ
つ

資し

源げ
ん

に
依い

存ぞ
ん

し
、
資し

源げ
ん

価か

格か
く

の
下げ

落ら
く

に
伴

と
も
な

っ
て
１
４
年ね

ん

か

ら
低て

い

成せ
い

長ち
ょ
うが
続つ

づ

き
、
１
７
年ね

ん

は
１
・
４
％
を
見み

込こ

む
と
説せ

つ

明め
い

。

ら
、
昨さ

く

年ね
ん

６
月が

つ

か
ら
整せ

い

備び

に

着ち
ゃ
く

手し
ゅ

。
池い

け

の
堆た

い

泥で
い

除じ
ょ

去き
ょ

作さ

業ぎ
ょ
うや
築つ

き

山や
ま

の
整せ

い

備び

、
石い

し

類る
い

の

再さ
い

配は
い

置ち

な
ど
を
行

お
こ
な

っ
て
き

た
。
ま
た
新あ

ら

た
な
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

連れ
ん

絡ら
く

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

の
有ゆ

う

志し

に
よ
り
同ど

う

園え
ん

入い
り

口ぐ
ち

に
棟む

ね

門も
ん

を
新し

ん

設せ
つ

し
て
お

り
、
４
月が

つ

初し
ょ

頭と
う

に
も
完か

ん

成せ
い

す

る
見み

込こ

み
だ
。

　

当と
う

初し
ょ

、
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

は
再さ

い

贈ぞ
う

呈て
い

式し
き

に
７
月が

つ

に
ブ
ラ
ジ
ル
を

　
一い

っ

般ぱ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

ブ
ラ
ジ
リ

ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
（
Ｂ

Ｂ
Ｇ
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

交こ
う

流
り
ゅ
う

ネ
ッ
ト
、
教

き
ょ
う

育い
く

健け
ん

康こ
う

開か
い

発は
つ

協
き
ょ
う

会か
い

（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
等と

う

の
共

き
ょ
う

催さ
い

で
、
訪ほ

う

日に
ち

就し
ゅ
う

労ろ
う

を
考か

ん
が

え
る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を
対た

い

象し
ょ
うと
し
た
「
無む

料
り
ょ
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
２
４
日か

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

半は
ん

か
ら
午ご

後ご

４
時じ

半は
ん

ま
で
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
本ほ

ん

部ぶ

（R
u

a Sao Joaq
u

im
, 

3
2

9

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　
こ
れ
は
訪ほ

う

日に
ち

就し
ゅ
う

労ろ
う

者し
ゃ

や
そ

の
子し

弟て
い

の
支し

援え
ん

を
目も

く

的て
き

と
し

て
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
本ほ

ん

部ぶ

で
開か

い

始し

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一い

っ

環か
ん

。

今こ
ん

回か
い

初は
つ

開か
い

催さ
い

と
な
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
生せ

い

活か
つ

に
お
け

る
日に

本ほ
ん

語ご

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

や
群ぐ

ん

馬ま

県け
ん

大お
お

泉い
ず
み

町ま
ち

の
生せ

い

活か
つ

環か
ん

境き
ょ
う、
外が

い

国こ
く

に
お
け
る
伯は

く

人じ
ん

へ
の
福ふ

く

祉し

援え
ん

護ご

、
出で

稼か
せ

ぎ
３
０
年ね

ん

な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
た
４
つ
の
各か

く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
同ど

う

時じ

並へ
い

行こ
う

で
１
日に

ち

２
～
３
回か

い

行お
こ

な

う
。

　

今こ
ん

後ご

は
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
本ほ

ん

部ぶ

を

拠き
ょ

点て
ん

と
し
て
、
訪ほ

う

日に
ち

就し
ゅ
う

労ろ
う

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

に
対た

い

す
る
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

で

の
日に

ち

語ご

や
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

試し

験け
ん

４
級

き
ゅ
う

取し
ゅ

得と
く

を
念ね

ん

頭と
う

に
置お

い
た

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

、
ブ
ラ
ジ
ル
に

在ざ
い

住じ
ゅ
う

す
る
出で

稼か
せ

ぎ
子し

弟て
い

へ
の

ノ
ー
ビ
・
デ
・
ジ
ュ
ー
リ
ョ
大だ

い

学が
く

（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
）
へ

の
学が

く

費ひ

免め
ん

除じ
ょ

や
心し

ん

理り

カ
ウ
ン

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

学が
く

会か
い

（
中な

か

田た

み
ち
よ
会か

い

長ち
ょ
う

）
主し

ゅ

催さ
い

の
『
第だ

い

３
５
回か

い

武た
け

本も
と

文ぶ
ん

学が
く

賞し
ょ
う

』
の
入

に
ゅ
う

選せ
ん

作さ
く

品ひ
ん

が
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

さ
れ
た
。
授じ

ゅ

賞し
ょ
う

式し
き

は
２
５
日に

ち

午ご
ご後

２
時じ

半は
ん

か
ら
、
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（R
ua Fagundes, 

1
5

2
, L

ib
erd

ad
e

）
で

行お
こ
なわ
れ
る
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

合ご
う

大だ
い

学が
く

（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
哲て

つ

学が
く

文ぶ
ん

学が
く

科か

学が
く

部ぶ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
菊き

く

地ち

渡わ
た
る

氏し

が「
最さ

い

近き
ん

の
学が

く

生せ
い

気き

質し
つ

」

（
仮か

題だ
い

）
と
い
う
テ
ー
マ
で

講こ
う

演え
ん

を
行お

こ
な

う
。
日に

ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

。

ま
た
、
式し

き

典て
ん

後ご

は
カ
ク
テ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
を
予よ

定て
い

し
て
い

る
。

　

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

作さ
く

品ひ
ん

は
順

じ
ゅ
ん

次じ

『
ブ
ラ

ジ
ル
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

学が
く

』
誌し

に
掲け

い

載さ
い

さ
れ
る
。
作さ

く

品ひ
ん

及お
よ

び
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）。

　
【
日に

ち

語ご

部ぶ

門も
ん

】
▼
小し

ょ
う

説せ
つ

＝

佳か

作さ
く

「
消き

え
た
商

し
ょ
う

店て
ん

街が
い

ジ
ャ

シ
ン
ト
・
シ
ル
バ
」
栗く

り

山や
ま

舎し
ゃ

人じ
ん

、「
種た

ね

を
も
う
一ひ

と

つ
」
鎌か

ま

山や
ま

昭あ
き
ら、「
あ
あ
、
な
ん
て
ブ
ラ

ジ
ル
は
」
勢せ

田た

五ご

郎ろ
う

、「
旅た

び

路じ

」「
霧き

り

の
中な

か

の
魂

た
ま
し
い」
田た

口ぐ
ち

さ

く
お
▼
俳は

い

句く

＝
入に

ゅ
う

選せ
ん

「
秋あ

き

の

彩い
ろ
ど
り」
森も

り

原は
ら

博ひ
ろ
し、
佳か

作さ
く

「
無む

題だ
い

」
下し

も

小こ

園ぞ
の

昭あ
き

仁ひ
と

、「
山や

ま

笑わ
ら

う
」

前ま
え

田だ

昌ま
さ

弘ひ
ろ

▼
短た

ん

歌か

＝
入に

ゅ
う

選せ
ん

「
夢ゆ

め

の
あ
と
さ
き
」富と

み

岡お
か

絹き
ぬ

子こ

、

「
日ひ

日び

抄し
ょ
う」
西に

し

山や
ま

博ひ
ろ

子こ

▼
翻ほ

ん

訳や
く

＝
佳か

作さ
く

「
黒く

ろ

い
服ふ

く

」
稲い

な

村む
ら

ひ
と
み

　
　
　
　
　

◎

　

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

シ
リ
ー
ズ
の

電で
ん

子し

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

が
販は

ん

売ば
い

さ
れ

て
い
る
。
電で

ん

子し

書し
ょ

籍せ
き

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

ｅ-

ｇ
ａ
ｌ
ａ
ｘ
ｉ
ａ

サ
イ
ト
（h

ttp
://u

rx.
m

o
b

i/Jcn6

）、
も
し
く

は
通つ

う

販は
ん

サ
イ
ト
の
Ａ
ｍ
ａ
ｚ

ｏ
ｎ
（h

ttp
s://w

w
w

.
am

azon
.com

.br/

）
で

検け
ん

索さ
く

を
。
電で

ん

子し

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

は
ポ

語ご

の
み
、
１
４
・９
０
レ
で
販は

ん

売ば
い

し
て
い
る
。
現げ

ん

在ざ
い

１
～
６

巻か
ん

ま
で
。
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

だ
け
で

な
く
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

も

紹し
ょ
う

介か
い

す
る
本ほ

ん

シ
リ
ー
ズ
。
手て

軽が
る

に
読よ

め
る
の
で
ス
マ
ホ
世せ

代だ
い

の
孫ま

ご

や
友ゆ

う

人じ
ん

、
ポ
語ご

話わ

者し
ゃ

に

も
お
勧す

す

め
。

　

初は
じ

め
に
同ど

う

機き

構こ
う

海か
い

外が
い

調ち
ょ
う

査さ

部ぶ

の
竹た

け

下し
た

幸こ
う

治じ

郎ろ
う

中ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

主し
ゅ

管か
ん

が
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

政せ
い

治じ

経け
い

済ざ
い

の

概が
い

況き
ょ
うを
講こ

う

演え
ん

。
中

ち
ゅ
う

米べ
い

は
原げ

ん

油ゆ

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

や
貿ぼ

う

易え
き

協き
ょ
う

定て
い

に
注ち

ゅ
う

目も
く

中ち
ゅ
う

道ど
う

政せ
い

権け
ん

に
ド
ミ
ノ
倒た

お

し
で

ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
る
方ほ

う

向こ
う

で
検

け
ん
と

討う

さ
れ
て
い
る
眞ま

子こ

さ
ま
の
ご

臨り
ん

席せ
き

を
強つ

よ

く
希き

望ぼ
う

し
て
い
た

が
、
お
立た

ち
寄よ

り
に
は
困こ

ん

難な
ん

が
予よ

測そ
く

さ
れ
る
た
め
断だ

ん

念ね
ん

。

同ど
う

大だ
い

学が
く

が
休

き
ゅ
う

暇か

に
入は

い

る
前ま

え

の

６
月が

つ

２
９
日に

ち

に
再さ

い

贈ぞ
う

呈て
い

式し
き

を

行お
こ
なう
予よ

定て
い

で
進す

す

め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

修
し
ゅ
う

復ふ
く

予よ

算さ
ん

は
１
４
万ま

ん

５
千せ

ん

レ
ア
ル
で
、
お
よ
そ
７
万ま

ん

レ
以い

上じ
ょ
うが
ま
だ
不ふ

足そ
く

し
て
い

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
で
本ほ

ん

日じ
つ

開か
い

催さ
い

訪ほ
う

日に
ち

就し
ゅ
う

労ろ
う

者し
ゃ

向む

け
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

る
。

　

杓
し
ゃ
く

田だ

会か
い

長ち
ょ
う、
大お

お

矢や

進ゆ
き

貞さ
だ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
「
大だ

い

学が
く

側が
わ

で
は
清せ

い

掃そ
う

や
簡か

ん

単た
ん

な
刈か

り
込こ

み
は
で
き

て
も
、
プ
ロ
の
庭に

わ

師し

で
な
け

れ
ば
、
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

独ど
く

特と
く

の
景け

い

観か
ん

を
守ま

も

れ
な
い
」
と
語か

た

り
、

「
将

し
ょ
う

来ら
い

に
渡わ

た

っ
て
手て

入い

れ
し

て
い
く
に
は
、
余よ

剰じ
ょ
う

金き
ん

も
必ひ

つ

要よ
う

。
歴れ

き

史し

に
埋う

も
れ
た
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
遺い

産さ
ん

を
蘇

よ
み
が
えら
せ
、
移い

民み
ん

２
０
０
年ね

ん

に
残の

こ

る
よ
う
事じ

業ぎ
ょ
うを
行

お
こ
な

っ
て
い
き
た
い
」
と

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
募つ

の

っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
原は

ら

永な
が

門と

会か
い

長ち
ょ
う
）
が
県け

ん

費ぴ

留
り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
て

い
る
。
期き

間か
ん

は
今こ

年と
し

６
月が

つ

か

ら
来ら

い

年ね
ん

３
月が

つ

ま
で
の
１
０
カ

月げ
つ

間か
ん

の
長

ち
ょ
う

期き

と
な
る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

の
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
川か

わ

勝か
つ

平へ
い

太た

知ち

事じ

に
、
原は

ら

会か
い

長ち
ょ
うが
留

り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

復ふ
っ

活か
つ

を
直じ

き

訴そ

し
た
結け

っ

果か

、
１
０
年ね

ん

ぶ
り
の
長

ち
ょ
う

期き

留
り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

の
復ふ

っ

活か
つ

に
つ
な
が
っ

た
。
新し

ん

制せ
い

度ど

で
は
伯は

く

、
ペ
ル

ー
、
亜あ

国こ
く

か
ら
毎ま

い

年と
し

１
人に

ん

ず

つ
受う

け
入い

れ
る
。

　

受う

け
入い

れ
人に

ん

数ず
う

は
１
人り

、

２
０
～
３
９
歳さ

い

の
学が

く

生せ
い

か
社し

ゃ

会か
い

人じ
ん

、
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

員い
ん

、
ま

た
は
今こ

ん

後ご

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
入

に
ゅ
う

会か
い

し
て
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

な
役や

く

割わ
り

を
果は

た
す

意い

思し

の
あ
る
人ひ

と

も
含ふ

く

む
。
同ど

う

県け
ん

系け
い

子し

弟て
い

の
み
。
日に

ち

語ご

か
英え

い

語ご

能の
う

力り
ょ
くが
求も

と

め
ら
れ
る
。
４

月が
つ

１
０
日か

ま
で
に
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
申も

う

し
込こ

む
こ
と
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
、
申も

う

し
込こ

み
は

静し
ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（R
u

a V
er-

g
u

eiro, 193
, L

ib
er-

中
ちゅう

南
なん

米
べい

は企
き

業
ぎょう

活
かつ

動
どう

に優
ゆう

位
い

に
（７） ２０１８年第４９６３号 	 ３月	２４日	（土曜日）

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

協き
ょ
う

会か
い

、
資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
く

呼よ

び
か
け

「
２
０
０
年ね

ん

に
残の

こ

る
事じ

業ぎ
ょ
う

に
」

ＵＳＰ日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

長ち
ょ
う期き

10
年ね

ん

ぶ
り
、
４
月が

つ

10
日か

迄ま
で

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

・
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

静
しず
岡
おか
県
けん
人
じん
会
かい

整
せい

備
び

が進
すす

む日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

の様
よう

子
す

ジェトロ
セミナー

武た
け

本も
と

文ぶ
ん

学が
く

賞し
ょ
う

授じ
ゅ

賞し
ょ
う

式し
き

、
２
５
日に
ち

宮み
や
城ぎ

県け
ん
人じ
ん
会か
い
で
講こ
う
演え
ん
会か
い
も

　

日に
っ

智ち

の
貿ぼ

う

易え
き

関か
ん

係け
い

は
０
７

年ね
ん

の
Ｅ
Ｐ
Ａ
発は

っ

行こ
う

後ご

も
貿ぼ

う

易え
き

額が
く

は
伸の

び
ず
、
中

ち
ゅ
う

韓か
ん

と
は
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

。
一い

っ

方ぽ
う

で
、
政せ

い

治じ

社し
ゃ

会か
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

や
投と

う

資し

環か
ん

境き
ょ
う

面め
ん

で
の

リ
ス
ク
は
低ひ

く

く
、
３
月が

つ

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
ピ
ニ
ェ
ラ
政せ

い

権け
ん

の
も

と
、
法ほ

う

人じ
ん

税ぜ
い

率り
つ

引ひ
き

下さ

げ
や
更さ

ら

な
る
自じ

由ゆ
う

貿ぼ
う

易え
き

協き
ょ
う

定て
い

推す
い

進し
ん

な

ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
環か

ん

境き
ょ
うの
安あ

ん

定て
い

化か

が
見み

込こ

ま
れ
る
。

　

メ
キ
シ
コ
事じ

務む

所し
ょ

の
半は

ん

澤ざ
わ

大だ
い

介す
け

さ
ん
は
、「
米べ

い

ト
ラ
ン

プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

後ご

も
、
自じ

動ど
う

車し
ゃ

産さ
ん

業ぎ
ょ
うへ
の
投と

う

資し

は
続つ

づ

き
、

昨さ
く

年ね
ん

に
は
過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
生せ

い

産さ
ん

台だ
い

数す
う

３
９
３
万ま

ん

台だ
い

、
輸ゆ

出
し
ゅ
つ

台だ
い

数す
う

３
１
０
万ま

ん

台だ
い

を
記き

録ろ
く

。

鉱こ
う

業ぎ
ょ
うは
低て

い

迷め
い

す
る
も
、
特と

く

に

製せ
い

造ぞ
う

業ぎ
ょ
う、
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う、
金き

ん

融ゆ
う

保ほ

健け
ん

は
好こ

う

調ち
ょ
うで
、
１
７
年ね

ん

の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成せ

い

長ち
ょ
う

率り
つ

は
２
・
１
％
を
見み

込こ

む
」
と
し
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

８
月が

つ

か
ら
開か

い

始し

さ
れ

た
北ほ

く

米べ
い

自じ

由ゆ
う

協き
ょ
う

定て
い

の
再さ

い

交こ
う

渉し
ょ
うの
経け

い

緯い

を
解か

い

説せ
つ

。
特と

く

に
関か

ん

心し
ん

が
高た

か

い
自じ

動ど
う

車し
ゃ

の
原げ

ん

産さ
ん

地ち

規き

則そ
く

に
つ
い
て
、
そ
の
割わ

り

合あ
い

引ひ
き

上あ

げ
が
見み

込こ

ま
れ
る
こ
と
に

言げ
ん

及き
ゅ
うし
、
北ほ

く

米べ
い

輸ゆ

出し
ゅ
つ

比ひ

重じ
ゅ
うの

高た
か

い
企き

業ぎ
ょ
うに
は
大お

お

き
な
影え

い

響
き
ょ
う

が
出で

る
こ
と
を
予よ

測そ
く

し
た
。

　

最さ
い

後ご

に
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

の
動ど

う

向こ
う

に
つ
い
て
、
支し

持じ

率り
つ

首し
ゅ

位い

に
立た

つ
中

ち
ゅ
う

道ど
う

左さ

派は

の
ロ
ペ
ス
・

オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
候こ

う

補ほ

が
当と

う

選せ
ん

し
た
場ば

合あ
い

、「
現げ

ん

状じ
ょ
うの
構こ

う

造ぞ
う

改か
い

革か
く

の
先さ

き

行ゆ

き
が
不ふ

透と
う

明め
い

と
な

る
」
と
見み

通と
お

し
た
。

進
しん

出
 しゅつ

企
 き

業
 ぎょう

関
  かん

係
  けい

者
 しゃ

ら１００人
にん

が出
しゅっ

席
　せき

した

（左
ひだり

から）橋
はし

本
もと

代
だい

表
ひょう

理
り

事
じ

、林
はやし

事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

セ
リ
ン
グ
な
ど
、
日に

ち

伯は
く

双そ
う

方ほ
う

で
連れ

ん

携け
い

し
支し

援え
ん

を
行

お
こ
な

っ
て
い
く

見み

通と
お

し
だ
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
に
来ら

い

社し
ゃ

し
た

Ｂ
Ｂ
Ｇ
の
橋は

し

本も
と

秀ひ
で

吉き
ち

代だ
い

表
ひ
ょ
う

理り

事じ

、
交こ

う

流り
ゅ
うネ
ッ
ト
の
林

は
や
し

勉
つ
と
む

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うは
「
ま
だ
手て

探さ
ぐ

り

で
始は

じ

め
た
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う
だ
が
、
訪ほ

う

日に
ち

就し
ゅ
う

労ろ
う

者し
ゃ

の
こ
と
を
考か

ん
が

え
れ
ば
、

出し
ゅ
っ

国こ
く

前ま
え

の
日に

本ほ
ん

語ご

習し
ゅ
う

得と
く

な
ど

し
っ
か
り
と
し
た
準

じ
ゅ
ん

備び

が
必ひ

つ

要よ
う

」
と
語か

た

り
、「
日に

本ほ
ん

は
人じ

ん

材ざ
い

不ぶ

足そ
く

で
、
直

ち
ょ
く

接せ
つ

雇こ

用よ
う

し
た

い
と
い
う
動う

ご

き
が
出で

て
き
て
い

る
。
就

し
ゅ
う

労ろ
う

者し
ゃ

が
日に

本ほ
ん

で
ス
キ

ル
を
磨み

が

き
、
安あ

ん

定て
い

し
た
生せ

い

活か
つ

を
送お

く

れ
る
よ
う
に
、
直

ち
ょ
く

接せ
つ

雇こ

用よ
う

の
窓ま

ど

口ぐ
ち

と
し
た
い
」
と
今こ

ん

後ご

の
活か

つ

動ど
う

に
意い

気き

込ご

み
を
見み

せ
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
タ

ウ
ン
と
し
て
知し

ら
れ
る
群ぐ

ん

馬ま

県け
ん

邑お
う
ら楽
郡ぐ

ん

大お
お

泉い
ず
み

町ま
ち

の
シ
ン
ボ

ル
的て

き

存そ
ん

在ざ
い

だ
っ
た
「
ブ
ラ
ジ

リ
ア
ン
プ
ラ
ザ
」。
そ
の
再さ

い

建け
ん

d
ad

e

／
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３ 

２
０
９
・
０
６
８
５
、
同ど

う

３ 

３
９
９
・６
０
８
３
）
ま
で
。
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